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　橈骨頚部骨折を伴った肘頭裂離骨折の比較的稀な 2 例を経験したので報告する．症例は 2 例

とも 17 歳男性，手をついて受傷，Morrey type II の橈骨頚部骨折と肘頭裂離骨折と診断した．

いずれも手術を行い，縫合糸アンカーを用いて上腕三頭筋腱を肘頭へ縫着した．橈骨頚部骨折

に対しては，一方は髄内鋼線による整復固定，他方は観血的に整復した．術後約 6 か月の時点

で疼痛や可動域制限，筋力低下は認めていない．肘頭裂離骨折は上腕三頭筋腱断裂の 1 形態で，

稀な外傷とされている．本症例の発症機序は，転倒し肘伸展位で手を着いた際に上腕三頭筋が

過度に収縮することで肘頭裂離骨折が生じ，前腕を介した軸圧と外反力により橈骨頚部骨折が

生じたと考えられた．本症例のような橈骨頚部骨折の合併報告例は多くはないが，上腕三頭筋

腱断裂と橈骨頚部骨折は同様の受傷機転で生じ得るため，両者の合併損傷を念頭に置く必要が

ある．

【緒　　言】

　肘頭裂離骨折は上腕三頭筋腱断裂の１形態

で，稀な外傷とされている
1)
．今回われわれ

は，橈骨頚部骨折を伴った肘頭裂離骨折の 2 例

を経験したので，文献的考察を加えて報告する．

　【症　　例】

　症例 1：17 歳男性，サッカー中に転倒し左手をつ

き受傷した．既往歴に特記事項なし．左肘関節はび

まん性に腫脹し，肘後面と橈骨近位部に圧痛を認

めた．上腕三頭筋腱部に陥凹は触知せず，肘関節

の伸展はかろうじて可能であった．単純 X 線像で

Morrey type II の橈骨頚部骨折と肘頭裂離骨折（flake 
sign）を認め（図1 a,b），受傷3日後に手術を施行した．

上腕三頭筋腱は不全断裂しており，縫合糸アンカー

を用いて，骨片付きの腱を肘頭骨折部へ縫着した．

橈骨頚部骨折に対しては骨幹部から髄内鋼線を橈骨

頭へ打ち込み，整復固定した（図 1 c,d）．術後は肘

関節屈曲 60 度でギプスシーネ固定とした．術後 4
週で固定を除去し，関節可動域訓練を開始した．術

後 6 か月の時点で疼痛や可動域制限，筋力低下は認

めていない．

 症例 2：17 歳男性，高所から転落し右手をつき受

傷した．既往歴に特記事項なし．現症および単純

X 線所見（図 2 a,b）は症例 1 と同様であり，受傷

6 日後に手術を施行した．上腕三頭筋腱は不全断裂
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しており，症例 1 と同様に縫合糸アンカーを用いて，

骨片付きの腱を肘頭骨折部へ縫着した．橈骨頚部骨

折に対しては観血的に整復し，骨折部へ人工骨を充

填した（図 2 c,d）．不安定性は認めず，インプラン

トを用いた内固定は行わなかった．症例 1 と同様に

4 週の外固定後，関節可動域訓練を開始した．術後

6 か月の時点で疼痛や可動域制限，筋力低下は認め

ていない．
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図 2　症例 2　単純 X 線像
a. 受傷時正面像．Morrey type II の橈骨頚部骨折を認めた（矢印）．
b. 受傷時側面像．flake sign を認めた（矢印）．
c. 術後正面像
d. 術後側面像

　図 1　症例 1　単純 X 線像
a. 受傷時正面像．Morrey type IIの橈骨頚部骨折を認めた（矢印）．
b. 受傷時側面像．flake sign を認めた（矢印）．
c. 術後正面像
d. 術後側面像
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【考　　察】

　肘頭は上腕三頭筋の停止部であり，肘頭裂離骨折

は上腕三頭筋腱断裂の 1 形態である．上腕三頭筋腱

断裂の約 80% に flake sign と呼ばれる肘頭裂離骨片

を認め
2)
，flake sign を認めない純粋な腱断裂は，副

甲状腺機能亢進症や慢性腎不全，糖尿病，ステロイ

ド注射，滑液包炎など腱の局所的な脆弱化を引き起

こす原因が存在する場合に生じることが多いとされ

ている
3)
．本症例は腱の脆弱性を示唆するような既

往のない症例であり，2 例とも肘頭裂離骨折を伴っ

た上腕三頭筋腱断裂であった．

　上腕三頭筋腱断裂は腱損傷の中でも稀な外傷であ

る
1)
．診断には肘後面の圧痛，陥凹，自動伸展不能

の確認が有用とされているが，疼痛や腫脹のため評

価が困難なことも多い．また，単純 X 線側面像に

よる flake sign の確認が診断には有用であるが，本

症例のように橈骨頚部骨折を合併している場合に

は，橈骨骨折の診断にとらわれて flake sign を見逃

さないよう注意が必要である．

　上腕三頭筋腱断裂の受傷機転は①直達外力，②介

達外力，③直達と介達外力の混合に大別され，肘伸

展位で手を付いた際の上腕三頭筋の収縮による介達

外力により生じることが多いとされている
3)
．本症

例は橈骨頚部骨折を伴った上腕三頭筋腱断裂であっ

たが，その発症機序としては，転倒し肘伸展位で手

を着いた際に上腕三頭筋が過度に収縮し肘頭裂離骨

図 3　本症例の受傷機転
a. 上腕三頭筋の収縮
b. 外反力
c. 前腕を介した軸圧

折が生じ，前腕を介した軸圧と外反力により橈骨頚

部骨折が生じたと考えられた（図 3）．また，南野

らや阿部らは同機序により，内側側副靱帯損傷も合

併し得ると報告しているが
4,5)
，本症例では内側側

副靱帯損傷の合併は認められなかった．

　上腕三頭筋腱断裂の合併損傷として，橈骨近位部

骨折や内側側副靱帯損傷，上腕骨内上顆骨折，上腕

骨滑車骨折，橈骨遠位部骨折などがあり
3,6)
，中で

も橈骨近位部骨折と内側側副靱帯損傷が 2 大合併症

とされている
3)
．Levy らは上腕三頭筋腱断裂と橈骨

近位部骨折の合併損傷を 16 症例報告している．こ

の報告によると，受傷機転は介達外力が 16 例中 13
例，不明が 3 例であり，肘伸展位で手をつき受傷し

た際には橈骨近位部骨折と上腕三頭筋腱断裂の合併

損傷が起こり得るとし，この合併損傷を新しい症候

群として提唱している
7)
．しかし合併損傷に関する

報告は少なく，われわれが渉猟した限り本邦での上

腕三頭筋腱断裂と橈骨近位部骨折の合併例報告は，

わずか 9 症例であった（表 1）．これら 9 症例を調

査すると，年齢性別に関しては 10 歳代男性に多い

傾向があり，受傷機転は介達外力によるものが大半

であった．本症例も同様に 10 歳代男性，介達外力

による受傷であった．他の合併症として内側側副靱

帯損傷も伴った症例を 9 例中 4 例に認めた．以上の

ことから，上腕三頭筋腱断裂と橈骨近位部骨折の合

併損傷は報告数自体少ないものの，同様の受傷機転

で生じ得る外傷であり，転倒し肘伸展位で手をつき

受傷した際には両者の合併損傷を念頭に置く必要が

あると考えられた．

　上腕三頭筋腱断裂新鮮例の治療は，完全断裂の場

合は引き寄せ鋼線締結法やアンカーを用いた腱縫合

術が第 1 選択である
8)
．不全断裂の場合は保存加療

も行われるが，手術の適応のある合併損傷を伴う場

合には完全断裂に準じて腱縫合術が推奨されている
8)
．腱縫合術後の機能的予後は比較的良好で，術後

約 3 か月で通常の日常生活動作に回復可能とされて

いる
9)
．しかし，術後早期に再断裂をきたした例も

報告されており
10)
，術後は約 4 週間の外固定を行う

のが一般的である．本症例は 2 例とも Morrey type 
II の橈骨頚部骨折を伴っており，手術の適応と判断

した．肘頭付着部への腱の確実な縫着と，後療法に

より良好な成績が得られた．
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表 1　本邦での上腕三頭筋腱断裂と橈骨近位部骨折の合併例報告

【結　　語】

1．橈骨頚部骨折を伴った肘頭裂離骨折の 2 例を経験し

た．

2．橈骨近位部骨折の場合は，上腕三頭筋腱断裂の合併

損傷を念頭に置く必要がある．

報告者 ( 年 ) 年齢 性 受傷機転 他の合併症

森内ら（1999） 17 男 介達外力と直達外力の混合

田崎ら（2000） 15 男 介達外力 内側側副靱帯損傷

里見ら（2001） 48 男 介達外力と直達外力の混合

阿部ら（2004） 16 男 介達外力 内側側副靱帯損傷

南野ら（2010） 57 女 介達外力 内側側副靱帯損傷

栗山ら（2010） 16 男 介達外力 内側側副靱帯損傷

36 男 介達外力

73 女 介達外力

松本ら（2014） 34 男 介達外力


